
【目標】 

高岡市中心市街地活性化基本計画（計画期間 19年11月～24年3月） 

【中心市街地を巡る状況】 
○中心市街地の大型店が撤退（H11） 

○県庁所在地である富山市と金沢市に挟まれた
立地条件 

○曹洞宗の建築の中で特に優れた完成度や配置
構成を持つ瑞龍寺（国宝）、山町筋や古城公園な
どの歴史・文化資産が集積。 

 

○歩行者通行量（平日・休日の平均）        
Ｈ11:17,438人→Ｈ１8:11,326人（△35％） 

○空き店舗数                      
H11:40件→H18:46件（＋15％） 

○人口                          
Ｈ11:20,215人→Ｈ１８:17,597人（△13％） 

○観光入込客数                            
H11:135万人→H18:97万人（△28％） 

瑞龍寺等の世界文化遺産登録の実現に向けた市民の機運の盛り上がりを活用した地域コミュニティ
の再生を図るとともに、新たな電停整備等の公共交通の利便性向上により、まちの賑わいを創出する。 

目標 指標 現況値(H18) 目標値(H23) 

中心商店街の賑わいの
創出 

歩行者・自転車通
行量 11,300人 13,500人 

空き店舗数 46件 37件 

まちなか居住の促進 居住人口 17,597人 17,800人 

歴史・文化資産の活用に
よるまちなか交流人口の
拡大 

観光客入込み数 97万人 122万人 

（歩行者通行量の動向と数値目標） 
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高岡市中心市街地活性化基本計画の事業概要 

 
 

○低床式路面電車を新たに３編成導入し、
運行中の路面電車を全て低床式にすること
により、乗降の容易性、快適性の向上を図
る。 

○中心部に新たな電停を整備することに
より、中心市街地への来街を促す。 

○路面電車の電停とＪＲ駅との近接化等によ
る公共交通結節機能の向上を図るとともに、
駅ビルの建替えに関する検討を行う。 

○大型駐車場の市営化により、安価な共
通回数券の活用やＷＷ高岡（複合施設）利
用者への１時間無料サービスを実施。 

 
 

○１日乗車券制（３００円）
による文化資産群をめぐ
る巡行バスの運行。 

○手を上げればどこでも停まるフリー乗降区間を設け
る等、中心市街地や文化資産を結ぶコミュニティバス
の運行（通常２００円、 ６５歳以上：１００円、商店街バ
ス券（１００円分） ）。 

 
 

○瑞龍寺（国宝）で
のライトアップ事業
の開催日数の延長。 

○景観条例に基づく高さ制限（１１ｍ以
下）や壁面セットバック化（１．８ｍ）によ
る伝統的街並みの保存や修理・修景に
よる魅力向上。 

○開町の租、前田利長公入城大行列
や瑞龍寺等の文化資産群をめぐるスタ
ンプラリー等の高岡開町４００年記念イ
ベントを実施。 

○３，０００人を超え
る地元企業・個人の
会員からなる市民
の会が、歴史・文化
資産をめぐるスタン
プラリーやフォーラ
ム等の拡充。 

（新設）

（移設）

瑞龍寺

前田墓所

高岡古城公園
山町筋

金屋町

高岡大仏

フリー乗降区間

WW高岡

中心市街地区域：340ha 
(歴史・文化資産地区：40ha) 

　　 電停（新設又は移設）　　　　電停

        万葉線（ＬＲＴ）               巡行バス
        コミュニティバス
           　　歴史的・文化資産
        複合施設　　　　商業施設

公共交通の利便性向上等による賑わいの創出 世界遺産登録を目指す歴史・文化資産の活用 

まちなか居住の推進 
○分譲・賃貸による共同住宅や高齢者向け住宅の建
設費、または新築住宅の購入費に対する助成事業等
を行う。 
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